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既設構造物の現況計測をデジタルカメラにて計測

PIXXIS/Plus －デジタルカメラ計測データから部材補修補強データを作成 －

日本ファブテック 株式会社 ホームページ https://www.j-fab.co.jp 

デジタルカメラ三次元計測システムPIXXIS（ピクシス）は、写真測量の原理を応⽤し、
写真から⾼精度の３次元座標を得ることが出来るシステムです。従来の３次元計測と⽐
べて、簡便で可搬性に優れ、低コストであるという特徴をもっており、写真を記録とし
て残せるというメリットがあります。

PIXXIS/Plus（ピクシスプラス）は、既設構造物の現況計測から新規（補強）部材の
検討、製作までを連携するシステムです。特に、現況計測に多⼤な労⼒を要する補修・
補強の現場で活⽤されています。

現場での計測作業を効率よく⾏うため、様々なターゲットを開発

作 業 手 順

様 々 な タ ー ゲ ッ ト

①ターゲット貼付け
計測位置にシールターゲットを
貼り付ける

②撮影
デジタルカメラにて撮影を⾏う

③三次元座標計算
画像データをパソコンに取込み
三次元座標値を計算する

 

①ターゲット貼付け 

②撮影 

③三次元座標計算 
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測 
④部材形状設定 

⑤計測データに 

属性追加 

START 

⑥ 3D CAD データ出力 

⑦部材製作図作成 

END 

← 既設桁ガセット形状の設定例
外形とボルト位置
を指定している

④部材形状設定
写真上の計測点を指定して部材形状
(オブジェクト)を設定する

⑤計測データ属性追加
ボルト孔等の属性情報を追加する

⑥3D CADデータ出⼒を⾏う

⑦部材製作図作成
3DCADデータを元に、製作部材の⼨法形状を
取り出し、製作図を作成する

3DCADデータ →

コンクリート天端⽤ターゲット

アンカーボルト⽤3点ナットターゲット
(3点よりアンカーの中⼼を求める)

クリップ式ターゲット
（取り付けが容易）

ボルト中⼼⽤
3点ターゲット

計 測 事 例

下部⼯鉄筋の計測 後製作添接板の計測

下部⼯アンカーボルト計測
伸縮装置の計測

（フェイスプレートの取替え）

壁⾼欄塞ぎ板の計測


